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１．研究目的 
本研究の目的は、大気大循環におけるプラネタリー波からメソ擾乱や積雲スケールに

至るまでのスケール相互作用の実態を、3 次元ノーマルモードエネルギー論に基づいて

解析することである。本研究では、この 3 次元ノーマルモードエネルギー解析をさら

に高波数に延長し、全球雲解像モデル NICAM のデータに適用することで、東西波数

０の偏西風やプラネタリー波から、境界層の積雲スケールまでのエネルギー相互作用

の特徴を明らかにすることを昨年度に引き続き目的とする。 
２．研究成果の内容 

今年度は、主に北極低気圧の数値実験と再解析データとの比較解析を行った。地球温

暖化に伴う北極海の海氷の融解は、北極低気圧の影響を強く受けている。NICAM によ

る北極低気圧の数値シミュレーションと JRA-55 再解析とを比較し、温帯低気圧との本

質的な違いとして、極渦との結合を示唆した。 
３．学際共同利用として実施した意義 

これまでに、学際共同利用として NICAM による 7km 格子の数値実験の結果を解析し、

論文として公開したので、今年度はこれらのモデルの結果を観測による JRA-55 再解析

データと比較する内容の研究を行った。学際共同利用と関係する gfarm のデータを主

に用いて研究を行ったことから、COMA の利用頻度は少なくなってしまった。 
４．今後の展望 

NICAM による 7km 格子の数値実験は一段落し、北極低気圧の解析結果は論文として

公開された。今後は、温暖化ハイエイタスの解明に向けて、JRA-55 再解析データを用

いたプラネタリーアルベードの長期変動の解析を進める予定である。 
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使用計算機 使用計算機に○ 配分リソース※ 

HA-PACS ○ 368 
HA-PACS/TCA   

COMA ○ 1740 
※配分リソースについては 32node 換算時間をご記入ください。 

 


